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特許検索事例研究会 ～拒絶理由に学ぶ特許検索式の立案ノウハウ～ 

 

「演習問題１５：無線電力伝送装置」の事例解説 

 

１．演習問題１５の内容 

演習問題１５の題材公報は「特表２０１９－５３５２２４：無線電力伝送装置」です。こ

の特許出願の請求項１の新規性を確認するための検索式を検討してください。 

 

【発明の名称】無線電力伝送装置、無線電力送信システム、及び無線電力送信システム

を駆動する方法 

【要約】無線電力伝送装置、対応する電力伝送システム、及びそのようなシステムを駆

動する方法が提供される。電力伝送装置は、高い伝送効率を許容し、許容される動作周

波数を維持する。そのため伝送装置は２つの伝送コイル、スイッチ回路、及びインピー

ダンス回路を有する。アクティブな伝送コイルとインピーダンス回路とは共振回路を確

立し、共振回路の共振周波数はスイッチ回路により調節されることが可能である。 

【請求項１】 

無線電力伝送装置であって、 

インバータと、インピーダンス回路と、第１伝送コイル及び第２伝送コイルを有するイ

ンダクタンス回路と、スイッチ回路とを有し、 

前記インピーダンス回路と前記インダクタンス回路とは共振回路を確立し、 

前記インバータはＡＣ電力を前記共振回路へ提供し、及び 

前記スイッチ回路は、前記共振回路の共振周波数を変更するため及び前記ＡＣ電力の周

波数を所定の範囲内に維持するために、前記第１伝送コイルを、前記インピーダンス回

路に直接的に及び／又は前記第２伝送コイルを介して結合することが可能である、無線

電力伝送装置。 

 

そして、拒絶理由の中で、【請求項１】の新規性を否定するとして示された引用文献が１

件ありました。 

 

引用文献：特開２０１２－１３０１７３ 

 

＜拒絶理由通知書に記載された審査官のコメント＞ 

引用文献１（特に段落【０００７】，【０００９】，【００３４】－【００３８】，【００４

２】－【００５６】，【００６２】，【００７０】，【００８８】及び図１，３，５）には、

電力を非接触で供給する電力供給装置１００（「無線電力伝送装置」に相当）であっ

て、インバータ回路１３０（「インバータ」に相当）と、直列共振コンデンサＣｓ，Ｃ

１，Ｃ２（「第１容量素子と第２容量素子とを有する」「インピーダンス回路」に相当）

と、直列共振コンデンサと直列に配列され、その一部がインダクタンス切替スイッチＳ

Ｗ３によって、有効な状態と無効な状態に切替可能に構成され、リッツ線（「リッツ・

ワイヤ」に相当）を巻いて形成されている１次コイルＬ１（段落【００３７】，「第１伝

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2019-535224/B074FF363001484ED180B590120167835BD4923E972AAA88004FC477FCC6E593/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2012-130173/C9B3555E0F82ADBCA0AA052D779F2B5AA6F498D05613D2B58E71803845C0CD2A/11/ja
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送コイル及び第２伝送コイルを有するインダクタンス回路」に相当。また、「１次コイ

ルＬ１の一部」、「１次コイルＬ１の他部」が、それぞれ「第２伝送コイル」、「第１伝送

コイル」に相当。）とを備える１次側共振回路１６０（「前記インピーダンス回路と前記

インダクタンス回路とは共振回路を確立し」に相当）と、インダクタンス切替スイッチ

ＳＷ３（「第１スイッチを有する」「スイッチ回路」に相当）とを有し、インバータ回路

１３０は、任意の周波数の交流電力を生成して１次側共振回路１６０に供給する回路で

あり（段落【００３５】，「前記インバータはＡＣ電力を前記共振回路へ提供し」に相

当）、１次コイルＬ１に対する２次コイルＬ２の位置が適正位置にある状態で、無調整

状態の１次側共振回路１６０の共振周波数と、２次側整流回路２２０の共振周波数とが

同じになるように回路が構成され、交流電力の周波数ｆは共振周波数に設定され、この

ような状態では、１次側電流と１次側電圧との位相差は０となり、力率は１となり（段

落【００４８】）、適正位置からの位置ずれは、共振状態を理想的な共振状態から乖離さ

せ（段落【００４９】）、力率が目標力率を下回ると、インダクタンス切替スイッチＳＷ

３をＯＦＦからＯＮに切り替えて、１次コイルＬ１の一部を有効な状態から無効な状態

に切り替え、１次コイルＬ１のインダクタンスを小さくさせる（段落【００５３】－

【００５６】，【００６２】）ことにより、１次コイルＬ１と２次コイルＬ２との相対的

な位置が適正位置からずれた場合でも、１次側共振回路１６０及び２次側共振回路２１

０の共振状態を、当該ずれた位置における適正な共振状態に近づけることができる（段

落【００７０】，【００８８】，「前記スイッチ回路は、前記共振回路の共振周波数を変更

するため及び前記ＡＣ電力の周波数を所定の範囲内に維持するために、前記第１伝送コ

イルを、前記インピーダンス回路に直接的に及び／又は前記第２伝送コイルを介して結

合することが可能である」に相当）電力供給装置１００、が記載されている。 

したがって、請求項１に係る発明は、引用文献に記載された発明である。 

 

皆様は、この引用文献を抽出することができたでしょうか？ また、どのような検索戦略

を立案すればヒットさせられるでしょうか？ 

 

２．発明の認定および題材公報と引用文献との対比 

まずは、調査対象とした発明の認定作業から行いましょう。 

新スマホから電気自動車まで、身近にあるあらゆる製品には、充放電が可能な二次電池が

使用されており、これらの製品に充電する作業を毎日のように行っているのではないでし

ょうか。また、スマホの側面に設けられる接続端子は省略される傾向にあり、充電ケーブ

ルを接続端子に差し込む充電方法から、ワイヤレスで充電するスマホ周辺機器も増えてい

ます。 

今回は、ワイヤレス給電に関する題材を選定しました。電力伝送回路に特徴を有する発明

です。 

 

発明の内容を確認すると、この無線電力伝送装置は、インバータと、インピーダンス回路

とインダクタンス回路から構成される共振回路と、共振回路の共振周波数を変更するため

のスイッチ回路と、から構成されることを特徴としています。そして、共振回路の共振周
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波数の変更は、インピーダンス回路に結合される複数の伝送コイルの接続の切り替えによ

り実現しています。 

 

ここで、題材公報と引用文献に付与されている特許分類やキーワード表現の、一致点、相

違点について確認してみましょう。図１は題材公報と引用文献の対比表です。 

 

 

図１ 題材公報と引用文献の対比表 

題材公報 引用文献
特表2019-535224 特開2012-130173

出願日(優先日) 2016/9/16 2010/12/16
公報発行日 2019/12/5 2012/7/5

出願人 テーデーカー エレクトロニクス アーゲー アイシン・エイ・ダブリュ株式会社

発明の名称
無線電力伝送装置、無線電力送信システム、及び無線電力送

信システムを駆動する方法
電力供給装置

図面

B60L5/00B
B60L11/18C
B60L50/60

B60L53/12、B60L53/122
B60M7/00X

H01F38/14
H01M10/44Q

H02J7/00P、H02J7/00,301D
H02J17/00B、H02J17/00X

5E060：ロータリートランス及び誘導結合コネクタ

5G391：電車への給配電
5G503：電池等の充放電回路

5H030：二次電池の保守（充放電、状態検知）
5H105：電気的推進車両の集電装置
5H115：車両の電気的な推進・制動

5H125：車両の電気的な推進・制動（リスト再作成）

電力伝送装置、電力送信システム 電力供給装置
インバータ インバータ回路

インピーダンス回路 直列共振コンデンサ
インダクタンス回路 インダクタンス切替スイッチ

スイッチ回路 インダクタンス切替スイッチ
共振回路 共振回路

伝送コイル １次コイル

対比公報

ＦＩ
(更新データ)

Ｆターム
(更新データ)

キーワード

5G063 ：電磁波による給配電方式

H02J50/12 ：共振方式によりワイヤレスで電力給電または電力配電
を行うための回路装置または方式
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特許分類について比較してみると、題材公報と引用文献の両方に共通して付与されている

ＦＩは、「Ｈ０２Ｊ５０／１２：共振方式によりワイヤレスで電力給電または電力配電を

行うための回路装置または方法」でありました。「Ｈ０２Ｊ：電力給電」に関するＦＩは

題材公報と引用文献の両方に付与されていますが、「Ｂ６０ＬやＢ６０Ｍ：電動車両」に

関するＦＩは、引用文献のみに付与されていました。そして、Ｆタームについては「５Ｇ

０６３：電磁波による給配電方式」のテーマが、題材公報と引用文献の両方に共通して付

与されていますが、「５Ｇ０６３」はＦＩ化されたテーマコードであるのか、細分類につ

いての付与はなされていませんでした。 

 

キーワード表現について比較してみると、「電力伝送」「インバータ」「インダクタンス」

「スイッチ」「共振回路」「コイル」というキーワードは、題材公報と引用文献の両方に共

通使用されていましたが、「インピーダンス回路」というキーワード表現は題材公報にあ

るのみで、引用文献では使用されていませんでした。審査官は拒絶理由通知書の中で、

「インピーダンス回路」に相当する構成として「直列共振コンデンサ」を挙げています。

『インピーダンス回路＝直列共振コンデンサ』であるということは、電気回路の専門知識

を有していないと困難であると思います。 

 

ところで、題材公報の出願人名を見ると、あまり知られていないドイツの会社なのかと思

いましたが、ローマ字表記で考えてみると、「テーデーカー エレクトロニクス アーゲ

ー」は「TDK Electronics AG」ということになり、ＴＤＫ株式会社の関連会社のドイツ現

地法人であることに気づきました。ＴＤＫのカタカナ表記を英語読みの「ティーディーケ

ー」ではなく、ドイツ語読みの「テーデーカー」となっているのです。外国人の出願人検

索を行う際のカタカナ表記のバラつきに注意すべきことを再認識しました。 

 

効果的に引用文献をヒットさせるためには、共通性が高い分類を見つけ出し、検索式に採

用することと、キーワード指定を行う時には、類義語表現についてケアすることが必要と

なります。皆様は、共通性が高い特許分類を特定し、適切な類義語展開を実施することが

できたでしょうか？ 

 

３．検索報告書からの学び 

今回の題材では登録調査機関に検索外注が行われ、登録調査機関より検索報告書が作成さ

れていました。検索報告書の中では検索論理式やスクリーニングサーチの結果について報

告されているので、登録調査機関の調査員が、どのような検索アプローチを実施している

のかを確認できます。 

 

今回の調査は国内と外国の両方の調査が行われていましたが、国内特許については、Ｎ

ｏ．１～７の検索アプローチが行われていました。実際に行われた検索論理式とヒット件

数を図２に示しました。 
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図２ 検索報告書の検索論理式 

 

Ｎｏ．１～７の検索アプローチのうち、【請求項１】を対象に策定された検索式は、Ｎ

ｏ．１～４になります。 

検索式の内容を紐解いてみると、「Ｈ０２Ｊ５０／１２：共振方式によりワイヤレスで電

力給電または電力配電を行うための回路装置または方法」に対して、第１伝送コイルと第

２伝送コイルという「複数のコイルを有すること」であるとか、「複数のコイルをスイッ

チで切り替えて使用する」という概念で絞り込みを行っています。 

 

次に、スクリーニングが行われた結果を図３に示しました。国内特許調査により、４件の

文献が抽出されました。「Ｘカテゴリー（新規性なし）」の文献として、Ｎｏ．１の文献を

提示していますが、引用文献として採用されませんでした。提示文献Ｎｏ．１には、「イ

ンバータ」に関する記載が無いように見受けられ、審査官は引用文献としての採用を見送

ったのだと推測されます。引用文献は今回の検索報告書では見られませんでした。 

 

 

図３ 検索報告書のスクリーニングサーチの結果 

 

ちなみに、提示文献Ｎｏ．２とＮｏ．４は、後述する国際調査報告書の中で提示された米

■検索論理式
年月範囲： 年 月 日～2016年9月16日
【Ｎｏ．】 【クレームＮｏ．】 【テーマコード】 【検索論理式】 【件数】

1 1-19 5G063 H02J 50/12*H02J 50/40*(第２+第二+２つ+二つ+複数),10N,(コイ
ル+ループ+アンテナ),20N,スイッチ/TX

109

2 1-19 5G063 H02J 50/12*(第２+第二+２つ+二つ+複数),10N,(コイル+ループ+
アンテナ),20N,スイッチ/TX-\01

171

3 1-19 5G063 H02J 50/12*H02J 50/40*(コイル+ループ+アンテナ),10N,(切換+
切り換+切替+切り替),20N,スイッチ/TX-\(01+02)

26

4 1-19 5G063 H02J 50/12*(コイル+ループ+アンテナ),10N,(切換+切り換+切替+
切り替),20N,スイッチ/TX-\(01+02+03)

71

5 14-17 5G063 H02J 50/10*([フェライトシート+磁性体シート+磁性シート]*金属
シート*誘電体シート)/TX

1

6 14-17 5G063 H02J 50/10*([フェライトシート+磁性体シート+磁性シート]*金属
シート)/TX-\05

25

7 14-17 5G063 H02J 50/10*誘電体シート/TX-\(05+06) 7

スクリーニング件数合計： 410

■スクリーニングサーチの結果
【Ｎｏ．】 【提示文献の種別】 【対話型追加文

献の種別】
【提示文献】 【代表カテゴリ】 【式Ｎｏ．】

1 特許文献 国際公開第２０１５／１４０９１７号 X 3

2 特許文献 特表２０１１－５１７９２６号公報 Y2 1

3 特許文献 特開２００６－０４２５１９号公報 Y2 6

4 特許文献 特表２０１３－５０２１９３号公報 A －
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国特許のパテントファミリーである対応日本出願公報です。また、提示文献Ｎｏ．４は

「周知技術を示す文献」として拒絶理由通知書に記載されていました。 

 

今回の検索報告書の中の特許検索で引用文献をヒットさせられなかった理由を推測する

と、絞り込みの概念として掛け合わせたキーワードに問題があったということと、近接演

算の近接度（間に入っても良い文字数）の設定にあったと思われます。 

 

図２の検索論理式を精査すると、絞り込みに用いた概念として、検索式Ｎｏ．１とＮｏ．

２では、「複数のコイル」というキーワードを使っていますが、引用文献では使用されて

いませんでした。引用文献では複数の独立したワイヤのより線により形成される「リッツ

線」を有するという表現しかありませんでした。複数の伝送コイルの接続の切り替えによ

り実現しているのは「共振回路の共振周波数の変更」であり、「複数のコイル」という概

念ではなく、「共振回路の共振周波数を切り替える」という概念で絞り込みを行うべきで

した。発明の認定の段階で抽出した検索に用いる概念の優先順位を間違えなく設定し、優

先順位に基づいて検索式を立案すべきです。 

そう考えると、検索式Ｎｏ．３とＮｏ．４は、検索に用いる概念の選定については問題は

無く、引用文献がヒットしてもおかしくはないのですが、２つの概念を表すキーワードの

近接度の設定が少なすぎました。具体的には、「コイル」と「切替え」の間には１０文字

以内という設定が行われましたが、引用文献では１１文字となる記載がありました。今回

の検索報告書の調査ではスクリーニング件数の合計は４１０件でありましたので、近接度

の限定を少し広げて、もう少し多い件数になってもスクリーニングの負担は大きくはなら

ないように思いました。 

 

４．公表公報の国際調査報告書（サーチレポート）を活用する 

今回の題材公報は公表公報であり、公報の最後には国際調査報告書（サーチレポート）が

付いています。検索報告書の調査を実施した調査員も、特許庁の審査官も公表公報のサー

チレポートは見ているはずです。図３を参照すると、実際の検索報告書では、提示文献Ｎ

ｏ．４の【式Ｎｏ．】の欄を見ると、式の番号ではなく「－（ハイフン）」と記載されてい

ます。これは策定した検索論理式以外から抽出されたということになるので、サーチレポ

ートの情報から抽出されたと推測されます。 

 

実際に調査業務を行う中で、予備検索により公表公報が抽出されることはよくあるケース

であると思います。予備検索で関連しそうな公報として公表公報が抽出された時には、公

表公報に付与されている特許分類やキーワード表現を確認するだけではなく、巻末のサー

チレポートも確認すべきです。図４は、サーチレポートに記載された「関連すると認めら

れる文献」の部分です。 
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図４ 国際調査報告書の「関連すると認められる文献」 

 

抽出された文献は、「Ｘ：単一の文献のみで新規性、進歩性がない」「Ｙ：他の文献との組

み合わせにより進歩性がない」「Ａ：一般の技術水準を示すもの」等のカテゴリーととも

に、文献番号と、参照すべき箇所が記載されています。さらに、関連する請求項の番号も

記載されています。 

特に、「Ｘカテゴリー」や「Ｙカテゴリー」の文献は、予備検索で把握された公表公報の

内容と関連性が高い可能性があるので、これらの関連すると認められる文献からも、本検

索の検索式の参考となる情報が得られる可能性があります。図４のケースでは、提示され

た文献は全て米国公報なので、これから実施する特許調査が国内調査であった場合には参

考にならないかもしれませんが、パテントファミリーの中に対応する日本出願があれば、

国内調査の参考になるはずです。 

 

サーチレポートには、関連すると求められる文献とともに、その文献のパテントファミリ

ー情報も添付されています。図５には今回のケースでのパテントファミリー情報を示しま

した。 
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図５ 国際調査報告書のパテントファミリー情報 

 

図５のケースでは、「Ｘカテゴリー」または「Ｙカテゴリー」として抽出された４件米国

特許には、いずれのパテントファミリーにも、対応する日本公報が存在していますので、

これらの日本公報を参酌することで、国内特許調査の参考になる情報が得られると思われ

ます。 

 

５．実行したい検索式の具体例 

今回の題材で実施できたら良いと思われる検索式の例をご紹介します。 
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ＦＩ＝Ｈ０２Ｊ５０／１２＋ＩＣ＝Ｈ０２Ｊ５０／１２ 

×名称+要約+請求項＝インバータ*スイッチ*コイル 

×全文＝インピーダンス 

×全文＝インダクタンス 

→ヒット件数：３７件 題材公報：○ 引用文献：○ 

「共振方式のワイヤレス給電の回路装置」の特許分類に、「インバータ×スイッチ×コイ

ル」の概念のキーワードと、「インピーダンス×インダクタンス」の概念のキーワードを

掛け合わせました。題材公報と引用文献の両方がヒットします。 

 

名称+要約+請求項＝共振*(無線+ワイヤレス+非接触)*電力*(供給+伝送+送信) 

×名称+要約+請求項＝インバータ*スイッチ*コイル 

×全文＝インピーダンス 

×全文＝インダクタンス 

→ヒット件数：２４件 題材公報：○ 引用文献：○ 

Ｈ０２Ｊ５０／１２の概念に相当する「共振×ワイヤレス×電力×伝送」のキーワード

に、「インバータ×スイッチ×コイル」の概念のキーワードと、「インピーダンス×インダ

クタンス」の概念のキーワードを掛け合わせました。題材公報と引用文献の両方がヒット

します。 

 

６．今回の事例から学んだポイント 

今回の演習課題への取り組みにより得られた知見をまとめます。 

（１）発明の認定の段階で、検索に用いる概念の抽出と優先順位付けを正確に行う。 

（２）公表公報の国際調査報告書（サーチレポート）を活用する。 

 

検索に用いる概念の抽出と優先付けを正確に行うためには、ベン図を思い描いて検討する

ことをお勧めします。慣れるまでは、頭の中で考えるだけではなく実際に紙に描いてみる

と良いかと思います。 

 

－以上－ 


